
2020年度 第5回 鋼構造座屈小委員会議事録 

 

１．日時 2021年3月9日(火)13時00分～14時30分 
２．場所 web会議 

３．出席者 井戸田秀樹，五十嵐規矩夫，宇佐美徹，倉田真宏，木村祥裕，城戸將江， 

 佐藤篤司，田川浩，（竹内徹），中澤祥二，松井良太，金尾伊織(記録) 

（敬称略,( )内は欠席者） 

 

４．配付資料 

 20-05-01  2020年度第4回鋼構造座屈小委員会議事録(案)（金尾） 
 20-05-02  20-5-2 BF10-2座屈｜刊行企画（木村） 

20-05-03 4章査読回答方針（五十嵐）  
20-05-04  answer_sheet-2章usami分方針記入（宇佐美） 
20-05-05-a  細長比表現（4章） 
20-05-05-b  細長比表現（9章） 

 
５．議事内容 

資料05-01 

・資料05-01に基づき前回議事録の確認を行い，承認された． 

 

資料05-03，05-04他 

・資料05-03，05-04その他の提供資料に基づき，各章の査読意見に対する対応方針を説明した． 

・査読者の意図を確認したい場合は，論文査読ではないので，各自が連絡を自由に取り合って査

読対応する． 

＜1章＞ 

・応力度，応力，歪度，歪に関しては，章内で統一させる． 

・根拠をできるだけ示すようにする． 

・図の解像度などは最終原稿で確認する． 

＜2章＞ 

・「はじめに」，「おわりに」を加えて，章として体裁を整える． 

・章タイトルについても検討する． 

・査読意見で，一定の定量化や設計式の提案などが求められているが，諸問題はそこまで提案す

る書籍ではないため，担当者で相談して査読に対応する． 

・折版とスラブの違いについて明確に記すことが必要． 

＜3章＞ 

・基本的には，査読意見に従って修正する予定であるが，報告を詳細に検討して決定する． 

＜4章＞ 

・修正または検討については，報告を詳細に検討して決定する． 

＜5章＞ 

・基本的には，査読意見に従って修正する予定であるが，報告を詳細に検討して決定する． 

・3.5節に関しては，査読意見に従って表の追加などを検討する． 

＜6章＞  

・基本的には，査読意見に従って修正する予定であるが，報告を詳細に検討して決定する． 



資料05-02 

・ 資料20-05-02に基づき，今後の予定について確認した． 
・ 刊行は早くて2022年7月であり，当初の予定である9月までには刊行および講習会を実施するこ

とを確認した． 
・ 座屈に関する諸問題2022 に変更する旨が説明された． 
・ 刊行予定に基づき，今後の予定を下記の通りに定めた． 

4月15日  査読回答締切  
4月23日  査読者が提出された査読回答について確認  
4月26日頃  2021年度 第1回座屈小委員会にて、 
 〇査読回答について説明 
 〇査読回答の確認および議論  
5月中旬頃 鋼構造運営員会査読開始（4か月）  
10月頃  構造委員会査読開始（6か月）  
脱稿  2022年4月  
刊行  2022年7月 

 
６．その他 

・1，2，3章の査読報告期限を3月15日と定めた． 
・前回の改定時にまとめた変数リスト（20-05-05-a，20-05-05-b）に掲載された変数は，諸問題全

体で統一する。 
・鋼構造運営委員会での査読担当は決定済み，後日連絡． 
・委員会査読対応用にフォルダを作成したので，そちらへ査読対応をアップする． 

委員会査読対応 - ファイル - 委員会用オンラインストレージ (aij.or.jp) 

 

７．次回小委員会予定 

日時：2021 年 4 月 27 日（火）15：00～19：00 
場所：web 委員会 


